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＊
錢
高
組
は
、
家
業
祖
・
錢
高
林
右
衛
門
か
ら
３
１
０
年

の
歴
史
を
持
つ
。

　

江
戸
時
代
よ
り
番
匠
屋
錢
高
家
は
、
泉
州
尾
崎
村(
現
・

大
阪
府
阪
南
市
尾
崎
町)

で
、
代
々
、
錢
高
林
右
衛
門
、

錢
高
助
左
衛
門
な
ど
を
襲
名
し
、
宮
大
工
の
棟
梁
を
代
々

家
業
と
し
て
い
た
。
番
匠
屋
は
、
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て

い
た
。

　

家
業
祖
・
錢
高
林
右
衛
門
が
寶
永
２
年
（
１
７
０
５
年
）

９
月
18
日
、
棟
梁
と
し
て
建
立
に
携
わ
っ
た
西
本
願
寺
尾

崎
別
院
が
落
慶
し
た
。
こ
の
と
き
以
来
、
錢
高
組
は

３
１
０
年
の
歴
史
を
持
つ
。
社
業
祖
・
錢
高
善
造
は
明
治

20
年
（
１
８
８
７
年
）、
大
阪
府
東
区
横
堀
５
丁
目
（
現
・

大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
４
丁
目
）
で
土
木
建
築
の
請
負

業
を
始
め
た
。

　

株
式
会
社
錢
高
組
（
本
店
：
大
阪
市
西
区
西
本
町
２
＿

２
＿

11
な
に
わ
筋
ツ
イ
ン
ズ
ウ
エ
ス
ト
）
は
、
中
堅
ゼ
ネ

コ
ン
で
、「
み
ど
り
会
」
の
メ
ン
バ
ー
企
業
で
あ
る
。
東
京

都
千
代
田
区
一
番
町
に
も
本
社
・
東
京
支
社
を
構
え
る
。

大
阪
市
に
本
社
を
置
く
奥
村
組
・
竹
中
工
務
店
・
鴻
池
組

と
並
ぶ
在
阪
ゼ
ネ
コ
ン
の
一
つ
。
社
名
と
社
章
が
、
野
村

●
西
洋
建
築
の
技
術
を
会
得
し
た
い
と
大
望
を
抱

き
、
東
京
に
出
る

●
大
倉
財
閥
の
設
立
者
・
大
倉
喜
八
郎
の
知
遇
を
得
、

藤
田
財
閥
の
創
立
者
・
藤
田
伝
三
郎
の
藤
田
組
か

ら
も
支
援
を
受
け
る

●
「
橋
の
錢
高
組
」
か
ら
「
潜
函
の
錢
高
組
」
と
呼

ば
れ
る
ま
で
に
な
る

胡
堂
作
「
銭
形
平
次
捕
物
帳
」
の
主
人
公
・
銭
形
平
次
命

名
の
由
来
と
な
っ
た
こ
と
で
有
名
だ
。

＊
錢
高
善
造
は
、
14
歳
の
と
き
、
棟
梁
の
錢
高
作
次
へ
弟

子
入
り

　

錢
高
組
の
創
立
者
・
錢
高
善
造
は
、万
延
元
年
（
１
８
６
０

年
）
１
月
27
日
、大
阪
府
下
淡
輪
の
四
至
本
家
で
生
ま
れ
た
。

14
歳
の
と
き
、
隣
村
の
大
工
修
業
の
師
匠
で
棟
梁
の
錢
高

作
次
へ
弟
子
入
り
し
、
21
歳
で
一
人
前
に
な
っ
た
。
体
力

に
恵
ま
れ
、
仕
事
ぶ
り
も
す
こ
ぶ
る
達
者
で
、
メ
キ
メ
キ

頭
角
を
表
し
、
そ
の
人
柄
を
見
込
ま
れ
て
錢
高
作
次
の
養

子
に
な
っ
た
。
腕
を
磨
い
て
、
天
晴
れ
な
職
人
に
な
る
こ

と
が
念
願
で
あ
っ
た
。

　
＊
西
洋
建
築
の
技
術
を
会
得
し
た
い
と
大
望
を
抱
き
、
東

京
に
出
る

　

明
治
初
年
、
世
相
も
混
沌
と
し
た
な
か
で
、
東
京
に
出

て
西
洋
建
築
の
技
術
を
会
得
し
た
い
と
大
望
を
抱
く
。
す

な
わ
ち
、「
東
京
に
出
て
洋
風
建
築
を
会
得
し
た
い
」
と
思

い
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
養
父
が
許
さ
な
か
っ
た
の
で
、
意
を
決
し
て
、

家
出
同
然
に
養
家
か
ら
旅
立
っ
た
。
旅
の
費
用
も
な
い
ま

ま
、
東
京
へ
向
か
っ
て
ひ
た
す
ら
走
っ
た
。
大
阪
か
ら
東

京
ま
で
船
便
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、船
賃
も
な
い
。
あ
る
の
は
、

徒
歩
の
み
だ
っ
た
。
幸
い
、
大
工
職
と
い
う
も
腕
が
あ
る

た
め
、
行
く
先
で
、
土
地
土
地
の
面
倒
見
の
よ
い
棟
梁
の

家
に
駆
け
込
ん
で
、
手
間
賃
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
労

賃
を
貯
え
て
、
次
の
棟
梁
へ
の
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
仕
事

に
あ
り
つ
き
、尺
取
虫
の
よ
う
に
東
海
道
を
ま
る
で
「
渡
鳥
」

の
よ
う
に
、
東
上
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

棟
梁
の
な
か
に
は
、
10
日
働
い
て
も
、
労
賃
を
支
払
っ
て

く
れ
な
い
ば
か
り
か
、
文
句
を
言
お
う
も
の
な
ら
、
暴
力

を
振
る
わ
れ
か
ね
な
い
ヤ
ク
ザ
ま
が
い
の
棟
梁
も
い
て
、

殺
さ
れ
て
は
ま
ず
い
と
悟
っ
て
這
う
這
う
の
体
で
夜
逃
げ

同
然
に
逃
げ
出
し
た
こ
と
も
、
一
度
な
ら
ず
何
度
か
あ
っ

た
。

　

い
ま
な
ら
、
新
大
阪
か
ら
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
に
乗
り
、

東
京
に
は
わ
ず
か
２
時
間
半
そ
こ
そ
こ
で
着
け
る
と
こ

ろ
、
東
海
道
線
の
汽
車
も
開
通
し
て
い
な
い
明
治
初
年
の

こ
と
だ
。
し
か
も
働
き
な
が
ら
の
旅
で
東
京
に
た
ど
り
着

く
の
に
２
、３
か
ヵ
月
も
か
か
っ
た
。

＊
東
京
で
ぐ
ん
ぐ
ん
と
頭
角
を
現
す

　

善
造
は
明
治
17
年 (

１
８
８
４
年)

に
上
京
を
果
た
し

た
。
や
っ
と
の
思
い
で
、「
花
の
お
江
戸
」
な
ら
ぬ
「
花

の
東
京
」
に
着
い
て
か
ら
も
、
見
物
ど
こ
ろ
の
話
で
は
な

い
。「
こ
こ
ぞ
と
思
う
」
棟
梁
を
求
め
て
直
ぐ
に
大
工
修

業
の
再
出
発
を
始
め
た
。

　

善
造
は
、
頑
強
な
身
体
に
、
人
並
み
以
上
に
大
柄
で
、

そ
の
う
え
、
腕
っ
ぷ
し
も
強
く
、
な
お
か
つ
、
大
工
の
腕

前
は
、
つ
ま
り
技
術
、
技
量
に
優
れ
て
い
た
の
で
、
ぐ
ん

ぐ
ん
と
頭
角
を
現
し
た
。

　
「
早
起
き
は
三
文
の
得
」
と
い
う
。
当
時
の
工
事
場
は
、

夜
明
け
や
ら
ぬ
時
刻
に
仕
事
が
始
め
ら
れ
た
の
で
、
善
造

は
、早
起
き
の
習
贋
が
身
に
つ
い
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、「
現

場
は
朝
が
早
い
」
と
い
う
の
は
、
当
時
の
業
界
の
鉄
則
で

あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
現
場
で
叩
き
上
げ
た
社
員
の
な
か
に

は
、「
早
起
き
の
習
慣
」
を
持
ち
続
け
る
者
が
多
か
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
善
造
は
、
晩
年
に
な
っ
て
も
、
仕
事
場
を

巡
視
す
る
場
合
、
朝
の
５
時
ご
ろ
に
は
工
事
場
に
入
る
の
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を
慣
わ
し
に
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
現
場
員
の
な
か
に

は
「
朝
寝
も
で
き
な
い
」
と
こ
ぼ
す
者
が
少
な
く
な
か
っ

た
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

善
造
は
、
い
ま
の
「
学
歴
社
会
」
と
は
違
い
、
専
門
の

学
校
ど
こ
ろ
か
、
小
学
校
さ
え
な
か
っ
た
時
代
に
育
っ
た
。

　

し
か
し
、
大
工
職
人
に
と
っ
て
最
も
大
事
な
の
は
、「
大

工
の
腕
前
」
で
あ
る
。
棟
梁
か
ら
口
伝
え
で
直
接
教
え
、

叩
き
込
ま
れ
た
技
術
は
、
頭
と
身
体
が
身
を
持
っ
て
覚
え

て
い
て
、実
践
に
発
揮
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、決
し
て「
頭
で
っ

か
ち
」
の
世
界
で
は
通
用
し
得
な
い
。

　

あ
る
と
き
、
工
事
現
場
の
屋
根
の
上
で
仕
事
を
し
て
い

た
仲
間
の
一
人
が
、
た
ま
た
ま
何
か
の
間
違
い
で
、
足
を

踏
み
外
し
て
転
落
し
て
き
た
。
こ
れ
を
咄
嗟
に
両
腕
に
抱

え
込
ん
で
、
運
よ
く
助
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
が
、

職
人
仲
間
の
評
判
と
な
っ
た
。

　

と
に
か
く
、
力
が
強
く
、
気
転
が
効
き
、
男
気
、「
侠
気
」

も
あ
る
な
ど
と
、
仕
事
仲
間
の
大
勢
か
ら
持
て
囃
さ
れ
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
職
人
と
し
て
も
名
人
だ
と
評
判

が
広
が
り
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
「
弟
分
に
な
り
た
い
」「
子

分
に
し
て
く
れ
」
な
ど
と
、
一
緒
に
仕
事
を
し
た
が
る
者

が
続
出
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
10
数
人
の
一
統
を
率
い
る
親
分
に
祭
り
上

げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

＊
大
倉
財
閥
の
設
立
者
・
大
倉
喜
八
郎
の
知
遇
を
得
る

　

と
に
か
く
、
仕
事
に
熱
心
な
の
は
、
人
一
倍
だ
っ
た
の

で
、
若
く
し
て
大
工
仲
間
だ
け
で
な
く
、
東
京
じ
ゅ
う
の

棟
梁
は
じ
め
、
多
く
の
知
遇
を
得
た
う
え
に
、
あ
ま
た
の

旦
那
衆
の
信
用
を
得
て
、「
お
得
意
先
」
に
す
る
こ
と
も
で

き
た
。
す
な
わ
ち
、
善
造
は
、
明
治
の
文
明
開
化
の
大
波

に
伴
っ
て
流
入
し
て
き
た
西
洋
建
築
の
新
技
術
や
近
代
経

営
を
習
得
し
、
そ
の
な
か
か
ら
、
数
多
く
の
得
意
先
か
ら

優
れ
た
逸
材
と
め
ぐ
り
合
い
、
普
通
で
は
得
難
い
知
遇
を

得
て
、
大
き
な
財
産
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

　

知
遇
を
得
た
１
人
に
大
倉
喜
八
郎
（
天
保
８
年
９
月
24

日
＝
１
８
３
７
年
10
月
23
日
～
昭
和
３
年
＝
１
９
２
８
年

４
月
22
日
、
従
三
位
男
爵
。
号
は
鶴
彦
）
が
い
た
。
明
治
・

大
正
期
に
貿
易
、
建
設
、
化
学
、
製
鉄
、
繊
維
、
食
品
な

ど
の
企
業
を
数
多
く
興
し
た
実
業
家
、
中
堅
財
閥
で
あ
る

大
倉
財
閥
の
設
立
者
で
あ
る
。
渋
沢
栄
一
ら
と
と
も
に
鹿

鳴
館
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
帝
国
劇
場
な
ど
を
設
立
、
東
京
経

済
大
学
の
前
身
で
あ
る
大
倉
商
業
学
校
を
創
設
し
た
。

＊
大
阪
市
東
区
横
堀
町
で
錢
高
組
を
創
業

　

善
造
は
２
年
間
、
東
京
を
中
心
に
洋
風
建
築
の
技
法
を

み
っ
ち
り
学
ん
だ
後
、
郷
里
に
戻
り
、
養
父
に
お
礼
を
述

べ
て
、
大
阪
へ
出
て
、
明
治
20
年
（
１
８
８
７
年
）
２
月

１
日
、
大
阪
市
東
区
横
堀
町
で
錢
高
組
を
創
業
し
た
。

　

善
造
は
、
頭
と
身
体
に
、
人
並
み
以
上
の
修
行
と
実
践

に
基
礎
付
け
ら
れ
た
技
術
を
叩
き
込
ん
で
い
た
。
錢
高
組

が
、「
土
木
工
事
請
負
」
を
比
較
的
早
い
時
期
に
手
が
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
ひ
と
え
に
善
造
の
豊
富
な
経
験
に

支
え
ら
れ
た
技
術
の
賜
物
で
あ
っ
た
。
善
造
は
、
こ
の
自

信
を
バ
ッ
ク
に
「
土
木
工
事
請
負
」
に
進
出
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

真
の
技
術
は
、
当
然
「
見
よ
う
見
真
似
」
で
得
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
よ
き
指
導
者
が
教
え
る
「
原
理
原
則
」

と「
経
験
則
」か
ら
習
得
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

職
人
、
技
術
者
に
と
っ
て
は
、
経
験
豊
富
な
「
先
達
」
は
、

絶
対
に
不
可
欠
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
仕
事
は
大
阪
を
は
じ
め
関
西
地
域
に
止
ま

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
何
と
、
東
京
か
ら
仕
事
の
誘
い
が

度
重
な
っ
て
あ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
善
造
は
、
そ
の
都
度
上
京
し
た
。
大
倉
喜

八
郎
の
援
助
を
得
て
、
東
京
市
内
や
そ
の
周
辺
で
紡
績
工

場
の
建
築
、
東
北
地
方
の
鉱
業
関
係
の
工
場
建
築
を
数
多

く
施
工
し
た
。
明
治
24
年
（
１
８
９
１
年
）
に
は
、
大
倉

土
木
組
の
下
請
け
で
、
呉
海
軍
工
廠
の
工
事
を
請
け
負
っ

た
。
明
治
32
年
（
１
８
９
９
年
）
２
月
に
は
、
大
倉
土
木

が
請
負
っ
た
北
海
道
旭
川
の
第
７
師
団
の
建
設
（
総
工
費

２
２
９
万
円
）
工
事
に
参
加
し
た
。
ま
た
、
大
倉
土
木
の

下
請
け
で
、
対
馬
要
塞
の
兵
舎
、
官
舎
、
倉
庫
を
建
築
し
た
。

＊
藤
田
財
閥
の
創
立
者
・
藤
田
伝
三
郎
の
藤
田
組
か
ら
も

支
援

　

大
阪
で
は
、
関
西
財
界
の
重
鎮
、
藤
田
財
閥
の
創
立
者

で
あ
る
藤
田
伝
三
郎
（
１
８
４
１
年
７
月
３
日
＝
天
保
12

年
５
月
15
日
～
１
９
１
２
年
３
月
30
日
、
山
口
県
萩
市
出

身
、
元
奇
兵
隊
士
、
男
爵
、
号
を
香
雪
）
が
創
設
し
た
藤
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初代社長　錢高作太郎

東京吾妻橋渡初式

「錢高組の社章は錢である。
これは寛政年間に錢高助左
衛門秀則という人が医師を
業としいて、毒消散を売り
出 す と き に そ の 袋 に 錢 を
マークに使ったという記録
がある。」


